
　　平成３０年度６月補正予算の主な事業

徳 島 県



（単位：千円）

１　経済・雇用対策の推進

　（農林水産業のさらなる飛躍）

(1)  　世界農業遺産認定を活用した「にし阿波」活性化事業 10,000

(2)  　「阿波ふうど」に感動・インバウンドおもてなし事業 10,000

　（徳島の強みを活かした成長産業の強化）

(3) 　とくしま経済飛躍ファンド造成資金貸付金 300,000

　（未来を支える起業家の育成）

(4)  　ふるさと起業家支援プロジェクト 10,000

　（徳島ならではの「働き方改革」の実践）

(5)  　学校における働き方改革モデル事業 1,600

校において実践を通した検証を行い、その取組み事例を発信する。

　学校における働き方改革を加速するため、教職員の意識改革と学校マネジメン

　創業促進による地域経済の好循環の拡大を図り、地方創生を加速させるため、

路開拓等に対する支援を強化する。

　平成30年3月9日に「世界農業遺産」に認定されたことを契機として、この強み

を最大限に活かし、農山村への新たな人の流れを創出するため、地域の魅力を国

内外へ戦略的に発信するとともに、現地受け入れ体制の整備や農産物の生産拡大

を実施する。

　海外からの誘客促進や、「阿波ふうど」の需要・輸出の拡大を図るため、国際

スポーツ大会や大型クルーズ船の寄港により、海外から来県される方等へ、「食

力的な事業を立ち上げる起業家を支援する。

クラウドファンディング（ふるさと納税）を活用し、地域課題の解決に資する魅

ト強化のための研修を実施するとともに、業務改善に集中的に取り組む地域や学

のおもてなし」により「阿波ふうど」の魅力を発信する。

　徳島の強みを活かしたイノベーションの創出を図るため、中小企業振興条例の

強力な推進エンジンである「とくしま経済飛躍ファンド」について増資を行い、

徳島が誇る「地域資源」や「ＬＥＤ×藍」を活用した新商品・新技術の開発、販



２　安全・安心対策の推進

　（「みんなで守るとくしま」の推進）

(6)  　女性消防吏員活躍推進事業 621

(7)  　地域を守る消防団加入促進事業 2,500

　（鳥獣被害対策の推進）

(8) 　指定管理鳥獣捕獲等事業 30,700

　（いきいき健康とくしまの推進）

(9)  　後発医薬品使用促進強化事業 13,000

に応じた普及啓発を実施するとともに、「後発医薬品への切替え手順書」を作成

し、医療機関や薬局において後発医薬品を使用しやすい環境を整える。

　（心に寄り添う相談体制の構築）

(10)  　ＳＮＳ活用「生徒の心の相談」実証実験事業 10,000

実証実験を実施する。

３　大胆素敵とくしまの実現

　（未来へ繋ぐ「スポーツレガシー」の創出）

(11)  　ラグビーワールドカップ2019「事前チームキャンプ」受入環境整備事業 55,000

　女性消防吏員の活躍を支援するため、「女性消防吏員の会」の立ち上げやキャ

　ジョージア代表チームの事前チームキャンプ受入れのため、必要な屋内外のト

レーニング環境を整備する。

　消防団員の加入促進を図るため、学生に対し、「学生消防団活動認証制度」を

周知する説明会を開催するとともに、企業に対し、「消防団協力事業所」の拡大

を積極的に働きかける。

　広く若年層に普及しているＳＮＳ（ＬＩＮＥ）による相談窓口を設け、より多

を図るため、処理加工施設への搬入や食肉処理等を支援するとともに、衛生管理

を含めた知識・技能を学ぶための講習会を開催する。

　ニホンジカ・イノシシの捕獲数の拡大と捕獲個体のジビエ利用による地域振興

くの相談に対応するため、夏季休業明けの生徒の心が不安定になりやすい時期に

　後発医薬品の使用を促進するため、使用促進に向けた課題を調査分析し、課題

リアアップ研修を実施するとともに、女子学生を対象とした職業説明会を開催す

る。



(12)  　川口ダム湖カヌーコース整備事業 30,000

　（魅力を発信する「文化レガシー」の創出）

(13)  　県立博物館新常設展設計事業 62,000

債務負担行為 （ 26,000 )

(14)  　「遍路道」活き活きプロジェクト 700

　（とくしま回帰のさらなる加速）

(15)  　とくしま「関係人口」創出事業 10,000

　（にぎわい感動・とくしまの推進）

(16)  　世界農業遺産認定を活用した「にし阿波」活性化事業【再掲】 10,000

(17)  　“空”でつなぐ！誘客・交流拡大チャレンジ事業 8,000

(18)  　「四国の右下」サテライトオフィス映画“みてみるけ”事業 5,000

動を展開する。

　平成30年3月9日に「世界農業遺産」に認定されたことを契機として、この強み

を実施する。

　国史跡指定の遍路道において、風雨や歩行等による浸食から文化財的価値を守

め、トレーニングキャンプの受入れに必要なカヌーコースを整備する。

　文化の森総合公園開園３０周年を契機に、博物館常設展の展示構成を全面的に

見直し、４Ｋ映像やＶＲ、ハンズオン等の手法を新たに取り入れた「新未来型展

示」へ再構築するため、基本設計及び実施設計を行う。

等が持つスキルを活用した実証事業等を通じて、徳島ならではの「関係人口」創

を最大限に活かし、農山村への新たな人の流れを創出するため、地域の魅力を国

内外へ戦略的に発信するとともに、現地受け入れ体制の整備や農産物の生産拡大

　福岡線の増便及び乗継割引設定路線の拡充を契機として、日本各地と徳島をつ

なぐ利便性の高い航空ネットワークを最大限に活かし、誘客・交流人口の拡大を

出モデルを構築する。

るため、クラウドファンディング（ふるさと納税）を活用し、地域が誇り得る遍

路道の保全・保護を実施する。

　本県へのサテライトオフィス誘致を更に加速させるため、美波町を舞台とした

地域活性化に取り組む人々の姿を描く映画の支援を通じて、全国規模での誘致活

　ドイツカヌー代表チームのトレーニングキャンプ実施が2018年秋に決定したた

図るため、九州等での誘客プロモーションを行うとともに、旅行代理店向け販売

支援のインセンティブ助成を実証的に実施する。

　「とくしま回帰」の新たな流れを創出するため、全国の「阿波おどり」ファン


